
令和５年 春号京都・城陽の企業を応援する情報誌「城陽カンパニー」

モ
ノ
は
「
人
」
が
つ
く
り
、

感
動
と
笑
顔
を
届
け
る
。



一休寺
８㎞（約20分）

浄瑠璃寺
29㎞（約40分）

奈良市役所
27㎞（約35分）
奈良市役所
27㎞（約

大阪市役所
42㎞（約45分）
大阪市役所
42㎞（約

学研都市（精華・西木津地区）
17㎞（約25分）

８㎞（約

学研都市
17

中部国際空港
148㎞（約100分）
中部国際空港
148㎞（約

名古屋港
113㎞（約70分）
名古屋港
113㎞（約関西国際空港関西国際空港

84㎞（約70分）

城陽

名古屋

大阪 奈良
神戸

京都

石清水八幡宮
15㎞（約30分）

神戸市役所
70㎞（約65分）
神戸市役所

伊丹空港
42㎞（約40分）
伊丹空港
42㎞（約

神戸港
69㎞（約55分）

神戸市役所
70㎞（約65分）
神戸市役所
70㎞（約

神戸港
69㎞（約

京都舞鶴港
107㎞（約95分）
京都舞鶴港
107㎞（約

京都市役所
28㎞（約35分）

京都舞鶴港

京都市役所
28㎞（約

平等院
７㎞（約20分）

城陽城陽城陽

舞鶴

流れ橋と両岸
上津屋・浜台の
「浜茶」

至 大阪

至 奈良・和歌山
京奈和自動車道

名古屋市役所
125㎞（約100分）
名古屋市役所
125㎞（約

大阪市役所
分）

伊丹空港
40分）

大阪市役所

伊丹空港
分）

国道24号４車線化

JR奈良線高速化・複線化

白坂テクノパーク
京都山城

新名神高速道路

北側区域

古川河川改修

サンフォルテ城陽

城陽JCT・IC

宇治田原IC

プレミアム・アウトレット
建設予定地

山城青谷駅
周辺整備

寺田駅
周辺整備

（都）東部丘陵線

城陽市役所

産業会館
（城陽商工会議所）

国道24号城陽井手
木津川バイパス

次世代型物流拠点
建設予定地

長池駅

寺田駅

国道24号寺田拡幅事業 (計　画)

新青谷線

塚本深谷線

東部丘陵地青谷地区

東部丘陵地長池地区

（
仮
称
）

城陽SIC
（
仮
称
）

南城陽バイパス
（構想路線）

（
仮
称
）

久津川駅

城陽駅

近
鉄
京
都
線

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

山城青谷駅 国道307号

山城大橋 至 奈良

至 京都

富野荘駅

至 滋賀

木津川 24

24

307

24

鴻ノ巣山運動公園

城陽五里
五里の丘
（木津川
運動公園）

文化パルク
城陽

サンガタウン

LOGOS LAND

久津川古墳群
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城
陽
市
を
含
む
京
都
府
南
部
地
域
に
は
、

京
都
と
滋
賀
を
結
ぶ
「
京
滋
バ
イ
パ
ス
」、

京
都
と
大
阪
を
結
ぶ
「
第
二
京
阪
道
路
」、

京
都
と
奈
良
を
結
ぶ
「
京
奈
和
自
動
車

道
」
の
高
速
道
路
網
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
４
月
に
は
新
名
神
高
速
道

路
「
城
陽
〜
八
幡
京
田
辺
間
」
が
開
通
し
、

令
和
６
年
度
に
は
新
名
神
高
速
道
路
「
大

津
〜
城
陽
間
」
の
開
通
及
び
（
仮
称
）
城

次世代型
物流拠点
竣工

JR京都駅
まで

約22分
新名神開通
●京都市役所［約35分］●学研都市精華・西木津地区［約25分］
●奈良市役所［約35分］●大阪市役所［約45分］
●京都舞鶴港［約95分］

令
和
６
年
度

陽
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
供
用
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
府
内

初
と
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
の
開
業
や
、
国
道
24
号
城
陽
井
手

木
津
川
バ
イ
パ
ス
の
整
備
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
東
部
丘
陵
地
青
谷
先

行
整
備
地
区
で
は
、
日
本
初
と

な
る
高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
に
直
結
し

た
専
用
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
が
接
続

す
る
基
幹
物
流
施
設
を
中
心
と

す
る
「
次
世
代
型
物
流
拠
点
」

の
開
発
計
画
が
発
表
さ
れ
る
な

ど
、
関
西
圏
の
一
大
物
流
拠
点

と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
城
陽
市
は
「
ヒ
ト
」、「
モ

ノ
」、「
情
報
」、「
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
が
行

き
か
う
ハ
ブ
都
市
と
な
り
、
大
交
流
の

時
代
を
迎
え
ま
す
。
同
じ
エ
リ
ア
に
立

地
し
た
企
業
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、

市
全
体
の
企
業
間
連
携
を
深
め
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
組
織
の
形
成
が
進
み
、
あ
ら

ゆ
る
方
面
か
ら
人
が
集
ま
り
、
城
陽
市

の
存
在
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
も
、
城
陽
市
の
技
術
を
担
う
「
技

能
功
労
者
」
と
「
優
秀
技
能
者
」
を
ご

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
城
陽
市
を
牽
引

し
て
い
く
元
気
な
企
業
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
城
陽
の
発
展
を
支
え
る
様
々

な
企
業
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま

す
。

プレミアム・
アウトレット
開業

JR奈良線
複線化
●JR京都～JR城陽間

令
和
５
年
３
月

名古屋
まで

約100分
神戸
まで

約65分

東部丘陵地
長池地区

新名神高速
道路開通に
合わせて

東部丘陵地
青谷地区
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大津～城陽間

城
陽
が
、

変
わ
る
。

　
「
ご
り
ご
り
」
と
い
う
擬
音
語
か
ら
、
何
を
イ
メ
ー

ジ
し
ま
す
か
。
固
い
も
の
を
削
る
様
子
や
、
力
強
く
進

む
様
子
な
ど
を
想
像
す
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、「
わ
が
ま
ち
城
陽
」

の
こ
と
を
真
っ
先
に
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
鉄
道
も
高
速

道
路
も
な
か
っ
た
そ
の
昔
、
京
都
と
奈
良
の
都
を
結
ぶ

奈
良
街
道
が
あ
り
ま
し
た
。
京
都
か
ら
五
里
、
奈
良
か

ら
五
里
と
双
方
の
真
ん
中
に
位
置
し
た
城
陽
は
「
五
里

五
里
の
里
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
交
通
の
要
衝
が
、
悠
久
の
時
を
経
て
、
今
ま
さ
に
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
耳
を
澄
ま
せ
ば
聞
こ

え
て
き
ま
せ
ん
か
。
城
陽
が
変
わ
る
「
ご
り
ご
り
」
と

い
う
音
が
。



「
柔
道
整
復
師
」
安
本
成
男
さ
ん

　

永
年
に
わ
た
り
柔
道
整
復
業
務
を
通
じ
、

城
陽
市
民
が
身
近
で
安
心
安
全
な
施
術
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
常
に
柔
道
整
復
の
学

と
術
の
研
鑽
に
努
め
、
そ
の
た
め
の
環
境

整
備
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

手
術
を
し
な
い
「
非
観
血
的
療
法
」
に

よ
っ
て
、
整
復
・
固
定
を
行
い
、
後
療
法
、

電
療
法
、
罨あ
ん
ぽ
う法

、
運
動
療
法
を
も
っ
て
人

間
の
持
つ
治
癒
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ

せ
治
癒
に
導
く
施
術
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
39
年
間
で
延
べ
40
万
人
以
上
の
患
者

さ
ん
を
施
術
し
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
に
は
救
護
班
と
し
て
応
急
手
当
を
行
い
、

市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
延
べ
10
人
以
上
の
勤
務
柔
道

整
復
師
を
雇
用
し
、
骨
折
・
脱
臼
の
徒
手

整
復
・
固
定
・
後
療
の
確
か
な
知
識
と
技

術
を
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

技
能
功
労
者
・
優
秀
技
能
者
の
皆
さ

ま
と
対
話
し
た
こ
と
で
、
多
く
の
技
術

が
こ
の
城
陽
市
で
も
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
城
陽
市
を
考
え
る
と

き
、
技
能
功
労
者
・
優
秀
技
能
者
の
皆

さ
ま
の
力
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
で

す
。
こ
の
表
彰
を
一
つ
の
誇
り
と
し
て
、

皆
さ
ま
に
は
さ
ら
に
ご
活
躍
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
力
を
お
借
り

し
な
が
ら
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
６
年
か
ら
開
始
し
た
技
能
功
労
者

表
彰
は
、
城
陽
市
内
に
お
い
て
、
永
く
同

一
の
職
業
に
従
事
し
、
優
れ
た
技
能
を
持

つ
方
の
功
労
を
た
た
え
る
こ
と
に
よ
り
、

技
能
水
準
の
向
上
と
技
能
尊
重
の
機
運
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
特
に
優
れ
た
技

能
を
持
つ
30
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す

る
、
60
歳
以
上
の
方
々
を
称
え
る
制
度
で

す
。

　

29
年
目
と
な
る
今
回
は
、
２
名
が
表

彰
さ
れ
、
城
陽
市
技
能
功
労
者
は
累
計

１
５
０
名
と
な
り
ま
し
た
。

「
金
銀
糸
製
造
加
工
職
」
戸
山
秀
樹
さ
ん

　

金
銀
糸
の
原
材
料
で
あ
る
ア
ル
ミ
蒸
着

加
工
済
み
の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム
に
、

両
面
着
色
を
す
る
工
程
に
お
い
て
熟
練
の

腕
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

溶
剤
で
薄
め
た
塗
料
に
、
様
々
な
染
料

で
色
を
出
し
て
い
き
ま
す
。
各
染
料
を
微

量
に
調
合
し
な
い
と
指
定
さ
れ
た
色
は
出

せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
染
料
の
段
階
で
指
定

さ
れ
た
色
を
出
せ
た
と
し
て
も
、
同
じ
色

を
何
千
メ
ー
ト
ル
も
作
成
す
る
間
に
、
溶

剤
が
蒸
発
し
、
色
が
濃
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
を
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
溶
剤

を
入
れ
、
色
の
調
節
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
フ
イ
ル
ム
の
表
と
裏
は
も
と
よ
り
、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
同
じ
色
が
出
せ
な
い

と
、
色
の
差
が
は
っ
き
り
と
出
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
日
の
気
温
、
湿
度
に
よ
っ
て

微
調
整
を
行
え
る
者
で
し
か
で
き
な
い
作

業
を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

次
世
代
の
優
秀
な
技
能
者
を
見
出
す
た

め
の
優
秀
技
能
者
表
彰
。
対
象
は
30
歳
以

上
の
一
級
技
能
士
若
し
く
は
単
一
等
級
技

能
士
ま
た
は
こ
れ
ら
の
方
と
同
等
の
技
術

を
有
す
る
方
で
、
一
定
期
間
の
市
内
在
住

や
実
務
経
験
、
団
体
等
に
よ
る
推
薦
が
必

要
で
す
。「
技
能
士
」
と
は
、
技
能
検
定

試
験
に
合
格
し
た
人
に
与
え
ら
れ
る
国
家

資
格
で
、「
技
能
検
定
」
は
、
技
能
の
習

得
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る
国
家
検
定
制
度
で

す
。
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
多
様
な
分

野
で
活
躍
さ
れ
、
今
後
の
産
業
を
担
う
６

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
城
陽
市
技
能
功
労
者
・

優
秀
技
能
者
表
彰
に
よ
り
、
一
人
一
人
の

技
能
者
の
意
欲
を
高
め
、
市
の
産
業
全
体

が
よ
り
良
く
、
活
力
あ
ふ
れ
る
も
の
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
表
彰
さ
れ
た
皆
さ

ま
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　令和 4年度の城陽市技能功労者・優秀技能者に対し、
令和 4年 11月 28日（月）に表彰式を行いました。
　技能功労者は 2名、優秀技能者は 6名が表彰され、表彰
式には技能功労者 1名、優秀技能者 6名のに出席していた
だきました。

城陽市技能功労者
優秀技能者を表彰

城陽市技能功労者・優秀技能者表彰

令
和
３
年
度
か
ら
、優
秀
技
能
者
表
彰
を
新
設
し
、今
年
で
２
回
目
の
表
彰
。

様
々
な
職
種
か
ら
、６
名
の
優
秀
技
能
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

令和４年度

令
和
４
年
度
技
能
功
労
者
を
紹
介

優
れ
た
若
い
技
能
を
顕
彰
す
る
優
秀
技
能
者
表
彰

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
す
る

技
能
功
労
者
表
彰

奥田敏晴城陽市長
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城陽市議会 
谷 直樹 議長
　若い方は机の上でパソコンに
向かって仕事をするという働き
方が多く、技術を若者に伝えて
いくというのはなかなか難しい
と思いますが、皆様のこの素晴
らしい技能を伝承していけたら
よいなと思います。

城陽商工会議所
岩見 悦明 会頭
　お客様に喜んでいただくとい
うスタンスで仕事に臨まれ、長
年勤めあげられたというのを感
じさせていただきました。技術
力の高い会社が地元城陽にある
というのは本当に誇らしいこと
だと思います。

山城広域振興局農林商工部
農商工連携・推進課
岩松 義秀 参事
　技能というのは個人の特性に
あわせて経験で築き上げたもの。
その高い能力を生かし、城陽か
ら世界へ、技術を伝承してもら
えればと思います。

城陽市
今西 仲雄 副市長
　これからの城陽市は東部丘陵
地を中心に、新しい施設等がで
き、まちのイメージも変化して
いきます。皆さまにもそのよう
な機会を活かしてご活躍いただ
きたいと考えています。

　私は 2 代目で、2023 年で 40 周年を迎えます。はじめ
は事務所での販売からはじめましたが、徐々に機械を揃え、
製造業として会社が変わっていきました。
　20 年ほど前に、撚糸とマイクロスリッターをやめて、コー
ティング色付けと張り合わせだけでやっていこうとなり、今
に至ります。” 新しいものを作りたい ” というお客様からの
提案をいただき、何度も失敗をしながら、創意工夫を重ね、
お客様の満足いくものを作る、そういった仕事を日々させて
いただいております。

金銀糸製造加工職

戸山 秀樹さん

　鍼灸の資格を取るために四国の専門学校に行き、その後、
当時は全国に 14 校しかない柔道整復師の学校へ通うため、
仙台に行きました。
　患者さんへの負担を少なくするために、患者さんに「何
かあったらすぐ来てもいいよ」と声掛けをして安心しても
らい、状態を見極め、先に医者に行った方がよいのか、そ
の場で整復するのかの判断をしています。治しているのは
患者さん自身の自然治癒力。それのお手伝いをするだけと
思っています。

柔道整復師

安本 成男さん

令和４年度

城陽市技能功労者 ※五十音順に掲載しています。

　学生時代から父親のもとで仕事を手
伝い、技術を学んでいました。職人同
士はなかなか自身の技術を教えあうこと
がなく、学ぶためには目で見て盗むよう
なやり方でした。どこまで仕上げたら完
成なのかという部分についてはまだ見
えておらず、一生の仕事として考えてい
ます。

石工

株式会社伊保石匠社

伊保 忠史さん

　当社は、長池宿場町の旅籠として始
まり、明治の終わりに今の和菓子屋とし
てスタートしました。110 年ほど続いて
おり、私で 4 代目になります。我々の業
界は、「美味しくないものがない」とい
うのが当たり前の時代。その中で私たち
の技術で付加価値をつけるというのが、
大事だと考えています。

菓子製造工

有限会社松屋

中川 憲一さん

　高校生のときから、父親の仕事の手
伝いをし、お礼を言われて嬉しかった
ことが仕事を継ぐきっかけとなりました。
父親は職人らしい性格で、あれこれ教え
てくれるような感じではありませんでし
たが、ともに仕事をしていくうちに、お
客様には喜んでいただけるようになりま
した。今後も技術を磨いて、次の世代
に受け継いでいきたいと考えています。

造園工

十川造園

十川　裕さん

　入社時から様々な部門に携わってき
て、現在は電気設計に関わっています。
主に最終ユーザーの電装関係、配線
関係の作業に携わっています。作業中、
設置場所などの条件が変わり予定通り
いかないことも多々ありますが、お客様
第一として、特級技能士の技術と経験
を駆使して対応しています。

民生用電気機械
器具組立工

株式会社山岡製作所

浦川 康雄さん

　地元高校を卒業後、家業である型枠
大工を継ごうと、父親と一緒に仕事を
するようになりました。修行を重ねて一
級型枠技能士を取得し、城陽警察署な
ど、数々の建物の建設現場を担当して
います。最近は、海外の技能実習生の
技術指導に力を入れており。彼らが母
国に帰った後、型枠工として活躍できる
よう、日々指導しています。

型枠工

有限会社石井工務店

亀岡　聡さん

　私が働いている部署では金属プレス
金型を作っています。温度による金属
の変化が起きないよう、24 時間 365 日
ずっと 22℃という環境で、1 ミクロンか
ら 5 ミクロンの高精度な加工をしてい
ます。特級技能士の資格を持ち、府の
技能検定の検定員としてもお手伝いを
しています。

金属工作機械工

株式会社山岡製作所

西川 幸成さん

令和４年度

城陽市優秀技能者※五十音順に掲載しています。

来
賓
・
関
係
者
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山
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青
谷

（株）アスク

④ ⑥

慣
れ
て
く
る
と
異
物
は
簡
単
に
見
つ
か
る
よ

う
に
な
る
と
か
。
室
内
は
冷
暖
房
が
完
備
さ

れ
、
季
節
を
問
わ
ず
に
作
業
に
集
中
で
き
る

環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　

地
元
の
福
祉
施
設
と
協
働
し
、
障
が
い
者

の
正
社
員
採
用
も
行
っ
て
い
る
。
単
純
な
作

業
を
集
中
し
て
行
う
こ
と
が
得
意
な
方
が
多

い
そ
う
で
、
検
品
作
業
で
は
と
て
も
活
躍
さ

れ
て
い
る
。
同
社
は
、
障
が
い
者
の
自
立
支

援
・
雇
用
創
出
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

ア
ス
ク
で
選
別
さ
れ
た
ア
ル
ミ
は
、
自
動

車
の
部
品
、
窓
枠
サ
ッ
シ
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど

に
生
ま
れ
変
わ
る
そ
う
で
、
限
ら
れ
た
資
源

が
正
し
く
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

家
庭
ご
み
や
企
業
ご
み
な
ど
、
私
た
ち
が

ご
み
を
出
す
前
に
で
き
る
こ
と
を
き
ち
ん
と

行
え
ば
、
今
以
上
に
資
源
が
再
利
用
さ
れ
る

と
同
社
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
強
く
感

じ
た
。

　
「
ア
ス
ク
は
、
非
鉄
金
属
ご
と
に
き
れ
い

に
選
別
し
て
く
れ
る
」
と
国
内
の
リ
サ
イ
ク

ル
会
社
の
評
価
も
高
く
、
産
業
ご
み
や
ミ
ッ

ク
ス
メ
タ
ル
の
処
分
を
任
せ
た
い
と
、
企
業

や
自
治
体
か
ら
の
新
た
な
取
引
も
順
調
に
増

え
て
い
る
そ
う
だ
。

「
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
入
っ
た
ビ
ー
ル
の
ア

ル
ミ
缶
も
き
れ
い
に
選
別
し
ま
す
。
き
ち
ん

と
選
別
し
な
い
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
た

め
、
私
た
ち
が
仕
事
を
す
る
こ
と
で
資
源
が

生
か
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
同
社
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
本
部
長
の
長
倉
純
平
さ
ん
。

　

試
作
部
品
、
少
ロ
ッ
ト
多
品
種
の
パ
ー
ツ

を
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
・
短
納
期
で
製
造

す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る「
株
式
会
社
ア
ス
ク
」。

　

国
内
で
排
出
さ
れ
る
銅
・
ア
ル
ミ
・
ス
テ

ン
レ
ス
・
真
ち
ゅ
う
・
電
線
・
基
盤
・
亜

鉛
や
異
物
が
混
在
し
た
ミ
ッ
ク
ス
メ
タ
ル

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
人
件
費
の
安
い
海
外

に
輸
出
さ
れ
る
。
不
十
分
な
方
法
や
設
備

で
処
理
を
行
う
こ
と
で
環
境
汚
染
や
作
業
員

の
健
康
被
害
が
拡
大
す
る
こ
と
を
知
っ
た
同

社
が
、
電
線
や
銅
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
次

い
で
、
ミ
ッ
ク
ス
メ
タ
ル
の
選
別
事
業
を
開

始
。
令
和
４
年
２
月
、
京
都
山
城
白
坂
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
に
同
社
の
第
３
工
場
を
開
設
し
た
。

　

選
別
機
を
通
っ
た
資
源
ご
み
は
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
で
「
手
選
別
室
」
に
運
び
こ
ま

れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
検
品
作
業
を
行

う
。
形
状
や
色
で
分
か
る
そ
う
で
、
作
業
に

　

大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
こ
ま
れ
た
大
量
の

廃
棄
物
は
、
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
、
鉄
、
ビ
ニ
ー
ル
、
木
材

と
様
々
な
も
の
が
混
ざ
っ
て
い
た
。
と
あ
る

行
政
が
回
収
し
た
資
源
ご
み
と
聞
い
て
驚
き

を
隠
せ
な
い
。
高
周
波
磁
界
の
電
磁
で
鉄
、

蛍
光
Ｘ
線
で
形
や
色
を
識
別
し
て
ア
ル
ミ
、

銅
、
真
鍮
な
ど
に
選
別
し
て
い
く
。
こ
れ
ら

の
高
性
能
な
選
別
機
で
も
、
完
全
に
異
物
を

取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

高
度
選
別
機
で
非
鉄
金
属
を
分
け
る

手
選
別
で
障
が
い
者
ら
が
大
活
躍
す
る

高
品
質
の
選
別
で
国
内
資
源
を
生
か
す

金
属
加
工
メ
ー
カ
ー
が
手
掛
け
る
国
内
循
環
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

ミ
ッ
ク
ス
メ
タ
ル
の
選
別
で
、地
球
規
模
の

環
境
保
全
と
障
が
い
者
の
雇
用
を
創
出
す
る

株式会社アスク
［創業］ 平成元年10月
［従業員数］55名
［資本金］9,900万円
［事業内容］

金属・樹脂の試作部品加工、
多品種少量部品加工、電線・
銅・ミックスメタル選別事業

［本社］
枚方市津田山手2丁目18番 1号

［第３工場］
城陽市市辺白坂77番地
T E L 0774-66-2501

③①

⑤

②

①月に3000㌧の処理能力を誇る第３工場　②③ブルドーザーで搬入口に投下された資源ごみは、ベルトコンベアで高度選別機、手選別室などへ運ばれて、選別される
④⑤冷暖房・空調の完備した室内で多くのスタッフにより最後の選別とチェックが行われている　⑥非鉄金属ごとに仕分けられ、リサイクル会社へと納品される

株式会社 アスク

泥だらけで搬入されたものも、キレイに選別される ここまできれいに選別されたアルミ

ある自治体の資源ごみ。プラやビニールが混ざる
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エムエスティ

24

株式会社 エムエスティ

①ショールームのプリンタを説明する坂本代表　②食品、医薬品などのパッケージの印字に使われる　③⑦機械設計・回路設計・ソフト設計が一貫して行われる技術部門
④⑤納品前の操作・動作の確認　⑥社内でパーツごとに製作され、組み立ても自社で行われている

　

食
品
メ
ー
カ
ー
の
工
場
の
製
造
ラ
イ
ン
で
、

食
品
が
封
入
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
、
原
材
料
名
や
栄
養
成
分
表
示
な

ど
を
直
接
プ
リ
ン
ト
す
る
産
業
用
プ
リ
ン
タ

の
企
画
・
製
造
・
販
売
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
う
「
株
式
会
社
エ
ム
エ
ス
テ
ィ
」。
近
年

で
は
、
病
院
で
患
者
の
手
首
に
付
け
る
タ
グ
、

採
血
し
た
血
液
を
入
れ
る
採
血
管
な
ど
へ
の

情
報
表
示
に
も
使
わ
れ
、
大
切
な
情
報
を
伝

え
る
現
場
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

平
成
11
年
、
前
身
の
会
社
の
プ
リ
ン
タ
事

業
を
引
き
継
い
で
、
消
耗
品
の
転
写
リ
ボ
ン

な
ど
を
販
売
す
る
会
社
を
設
立
。
と
こ
ろ
が
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
プ
リ
ン
タ
購
入
の
要
望
が

多
く
、
行
く
先
々
で
「
あ
な
た
た
ち
の
プ
リ

ン
タ
が
必
要
な
ん
だ
。ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
」

と
熱
望
さ
れ
、
プ
リ
ン
タ
メ
ー
カ
ー
株
式
会

社
エ
ム
エ
ス
テ
ィ
と
し
て
創
業
し
た
。

能
を
知
っ
て
も
ら
い
、
企
業
が
要
望
す
る
プ

リ
ン
タ
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
販
売
し
て
い

く
こ
と
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

同
社
に
は
独
自
開
発
の
プ
リ
ン
タ
が
数
多

く
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
一
度
に
２

列
・
３
列
の
商
品
に
印
字
で
き
る
も
の
や
、

一
度
に
10
㌢
×
10
㌢
四
方
に
印
字
で
き
る
プ

リ
ン
タ
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
や
機

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
を
開
発
し
た
と
き
に
は
、

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
か
ら
、
当
時
、
世
の
中

に
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
「
照
射
器
を
製
造
し

て
ほ
し
い
」
と
の
依
頼
が
入
っ
た
。
し
か
し
、

設
備
投
資
や
人
材
育
成
な
ど
で
か
か
る
コ
ス

ト
や
規
模
が
身
の
丈
に
合
わ
な
い
と
依
頼
を

断
っ
た
と
か
。

「
皆
で
共
に
喜
び
、
共
に
苦
し
み
、
物
心
両

面
の
幸
せ
を
追
求
す
る
。
利
益
や
儲
け
で
は

な
く
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
最
初
に

考
え
て
事
業
を
行
う
の
が
弊
社
の
経
営
方
針

で
す
」
と
語
る
代
表
取
締
役
の
坂
本
礼
朗
氏
。

　

こ
れ
ま
で
に
順
調
に
売
上
を
伸
ば
し
て
き

た
の
も
納
得
で
あ
る
。

　

熱
転
写
プ
リ
ン
タ
の
Ｍ
Ｓｰ

３
２
２
０
シ

リ
ー
ズ
は
、
１
㍉
幅
に
12
個
の
発
熱
体
が
あ

る
サ
ー
マ
ル
ヘ
ッ
ド
を
用
い
て
、
微
細
な
文

字
や
絵
図
も
ク
リ
ア
に
プ
リ
ン
ト
で
き
る
。

　

熱
転
写
リ
ボ
ン
で
印
字
す
る
サ
ー
マ
ル
プ

リ
ン
タ
、
ヘ
ッ
ド
が
動
く
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

プ
リ
ン
タ
な
ど
、
産
業
用
プ
リ
ン
タ
メ
ー

カ
ー
で
は
エ
ム
エ
ス
テ
ィ
の
信
用
と
実
績
は

高
く
、
業
界
初
や
世
界
初
の
様
々
な
仕
組
み

を
開
発
し
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｖ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
を
採
用
し
た
照
射

器
で
Ｕ
Ｖ
イ
ン
ク
を
硬
化
さ
せ
る
イ
ン
ク

　

同
社
で
は
新
卒
採
用
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
て
、
開
発
、
製
造
、
営
業
職
を
募
集
し
て

い
る
。
特
に
、
電
子
基
板
の
回
路
設
計
が
で

き
る
人
材
を
熱
望
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

ま
た
60
歳
で
定
年
を
迎
え
る
が
、
社
員
一

人
ひ
と
り
の
技
術
と
経
験
を
高
く
評
価
し
て

い
て
、
長
く
働
い
て
も
ら
い
た
い
と
の
考
え

か
ら
雇
用
継
続
を
行
っ
て
、
70
歳
以
上
の
ベ

テ
ラ
ン
社
員
も
活
躍
し
て
い
る
。　

　

現
在
、
東
京
営
業
所
に
８
名
の
社
員
が
常

駐
し
て
、
海
外
で
の
展
開
も
積
極
的
に
行
っ

て
お
り
、
今
後
の
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
同
社

の
活
躍
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

人
材
の
積
極
採
用
。海
外
進
出
も
目
指
す

産
業
用
プ
リ
ン
タ
で
知
ら
れ
る
存
在

他
に
な
い
プ
リ
ン
タ
の
活
躍
の
場
を

業
界
初
や
業
界
唯
一
の
技
術
で
海
外
市
場
も
目
指
す

食
品
や
医
療
現
場
で
重
要
な
情
報
を
、正
し
く

見
や
す
く
印
字
す
る
産
業
用
プ
リ
ン
タ
メ
ー
カ
ー

株式会社エムエスティ
［創業］ 平成11年６月
［従業員数］50名
［資本金］1,000万円
［事業内容］

産業用プリンタを中心とした
情報処理装置の設計・開発か
ら販売・メンテナンス

［本社］
城陽市平川横道76-1
T E L 0774-53-1110

明るくゆったりできる食堂・休憩室。懇親会などにも利用される

⑤④ ⑥ ⑦

① ② ③

9 ジョーカン
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山
城
青
谷
（株）熊谷運輸

社員教育にも力を入れている（左）。ホームページの刷新、SNSで様々な情報
を発信することで、人材獲得や新規受注に繋ったと熊谷係長（右）

躍
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

「
故
障
や
ト
ラ
ブ
ル
で
荷
物
の
遅
延
を
避
け

る
た
め
に
ト
ラ
ッ
ク
は
５
年
毎
に
新
車
に
買

い
換
え
て
い
ま
す
。
車
外
・
車
内
を
録
画
す

る
レ
コ
ー
ダ
ー
を
全
車
に
搭
載
し
た
こ
と
で

運
転
マ
ナ
ー
も
向
上
し
、
日
頃
か
ら
行
動
規

範
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
お
客
様
か
ら
良
い

評
価
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
運
賃
は
他
社
が

安
い
け
ど
、
熊
谷
運
輸
さ
ん
は
丁
寧
で
安
心

で
き
る
か
ら
お
願
い
し
て
い
る
と
の
嬉
し
い

お
言
葉
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
営
業
部

の
熊
谷
係
長
。
業
務
拡
大
で
ド
ラ
イ
バ
ー
、

庫
内
作
業
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
と
の

こ
と
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
合
せ
を
。

　

介
護
弁
当
の
企
業
か
ら
新
た
な
取
引
も
始

ま
り
、
お
客
様
の
立
場
で
考
え
た
様
々
な
提

案
が
結
実
し
て
い
る
。「
い
つ
で
も
」「
ど
こ

で
も
」「
ど
ん
な
も
の
」
に
も
対
応
で
き
る

総
合
物
流
企
業
と
し
て
、
今
後
の
成
長
と
飛

　

同
社
で
は
約
２
７
０
名
の
社
員
ス
タ
ッ
フ

が
勤
務
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
く
を
占
め
る
。

企
業
か
ら
企
業
な
ど
へ
製
品
を
運
ぶ
長
距
離

運
送
、
決
め
ら
れ
た
店
舗
を
ま
わ
る
ル
ー
ト

配
送
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
様
々
な
荷
物
を
運
ぶ

近
隣
配
達
な
ど
、
仕
事
内
容
が
多
岐
に
渡
る

た
め
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
特
徴
や
要
望
に

合
わ
せ
た
仕
事
が
選
べ
る
と
好
評
と
か
。

　

ま
た
新
卒
採
用
で
普
通
免
許
し
か
持
っ
て

い
な
い
社
員
に
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
の
近
隣

配
送
や
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
運
送
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
な
ど
で
経
験
を
積
み
、
大
型
免
許
取
得

の
サ
ポ
ー
ト
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

倉
庫
内
の
商
品
管
理
や
出
荷
サ
ポ
ー
ト
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
行
管
理
、
健
康
管
理
、
車

輌
管
理
を
行
う
事
務
の
仕
事
も
多
く
、
病
気

や
ケ
ガ
で
運
転
で
き
な
い
社
員
に
は
、
治
癒

す
る
ま
で
別
の
業
務
に
つ
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
安
心
し
て
仕
事
が
行
え
る
と
か
。

　

昭
和
62
年
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
で
ス
タ
ー

ト
し
た
「
株
式
会
社
熊
谷
運
輸
」。
今
年
で

創
業
36
年
を
迎
え
、
大
型
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク
を

メ
イ
ン
に
約
１
５
０
台
の
車
輌
を
保
有
し
、

巨
大
倉
庫
で
食
品
の
冷
蔵
・
冷
凍
、
様
々
な

商
品
や
製
品
の
保
管
、
管
理
、
配
送
を
手
掛

け
る
、
総
合
物
流
企
業
で
あ
る
。

　

創
業
ま
も
な
く
、
食
品
メ
ー
カ
ー
の
依
頼

で
食
品
配
送
が
始
ま
り
、
商
品
を
預
か
る
冷

凍
庫
を
平
成
５
年
に
城
陽
市
内
に
建
設
。
こ

の
先
見
の
明
で
様
々
な
企
業
か
ら
依
頼
が
入

る
よ
う
に
な
り
、
八
幡
、
京
田
辺
に
冷
蔵
・

冷
凍
庫
セ
ン
タ
ー
を
次
々
に
竣
工
し
、
事
業

規
模
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
規
模
や
機

能
を
最
大
限
に
集
約
し
た
「
本
社
物
流
セ
ン

タ
ー
」
を
京
都
山
城
白
坂
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に

平
成
30
年
竣
工
。
１
階
が
冷
凍
、
２
階
は
冷

凍
・
冷
蔵
、
３
階
を
常
温
で
構
成
す
る
三
温

度
帯
の
巨
大
倉
庫
で
、
様
々
な
企
業
か
ら
冷

凍
食
品
、
チ
ル
ド
食
品
、
一
般
商
品
が
運

び
込
ま
れ
る
。
こ
れ
を
庫
内
で
保
存
管
理
し
、

オ
ー
ダ
ー
に
合
わ
せ
て
店
舗
に
配
送
す
る
。

　

現
在
、
大
手
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
関
西
の

チ
ル
ド
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
人
気
ラ
ー

メ
ン
チ
ェ
ー
ン
店
の
麺
や
ス
ー
プ
の
保
存
保

管
も
扱
っ
て
い
て
、
本
社
物
流
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
、
ル
ー
ト
配
送
が
行
わ
れ
て
い
る
。

三
温
度
帯
巨
大
倉
庫
で
商
品
を
保
管

様
々
な
職
種
で
安
心
し
て
勤
務
で
き
る

「
熊
谷
運
輸
だ
か
ら
」と
信
頼
を
獲
得

食
品
や
製
品
の
保
管
・
管
理
・
配
送
を
行
う
総
合
物
流
企
業

株式会社熊谷運輸
［創業］昭和62年
［従業員数］270名
［資本金］5,700万円
［事業内容］

食品物流配送事業、
一般貨物配送事業、
物流管理事業、倉庫保管業、
冷蔵・冷凍食品保管

［住所］
城陽市市辺茶うす山2-7
T E L 0774-52-9654

①③大型から軽まで幅広いトラックが揃う　②広大な規模を誇る本社物流センター　④⑤多くのスタッフが運行・健康管理を行い、ドライバーの負担を軽減している
⑥物流センターで保管する商品をオーダーに合わせてコンテナ毎にまとめる　⑦手厚いサポートで、ドライバーは運転に集中できる環境が整っている

株式会社 熊
く ま が い

谷運
う ん ゆ

輸

⑤

① ③②

⑥ ⑦

「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
ど
ん
な
も
の
」に
も

３
６
５
日
24
時
間
対
応
し
て
、お
客
様
の
思
い
を
運
ぶ

④
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山
城
青
谷
（株）コバヤシ
　　関西工場

　

工
業
用
部
品
、
玩
具
、
雑
貨
な
ど
の
原
料

と
な
る
「
コ
バ
ゾ
ー
ル
」
を
は
じ
め
、
塩
化

ビ
ニ
ル
、
ウ
レ
タ
ン
、
ア
ク
リ
ル
な
ど
多
品

種
の
液
状
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
開
発
・
製
造
を

行
う
「
株
式
会
社
コ
バ
ヤ
シ
」。

　

主
力
製
品
の
コ
バ
ゾ
ー
ル
の
製
造
は
東
京

の
葛
飾
工
場
で
行
っ
て
い
る
が
、
東
日
本
大

震
災
を
切
っ
掛
け
に
、
新
た
な
拠
点
が
必
要

と
考
え
、
平
成
30
年
に
関
西
工
場
を
城
陽
市

に
竣
工
し
た
。
関
西
工
場
は
、
西
日
本
エ
リ

ア
の
取
引
先
の
液
状
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
製
造
拠

点
で
あ
り
、
非
常
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
工
場

と
し
て
重
責
を
担
っ
て
い
る
。

　

関
西
工
場
に
勤
務
す
る
社
員
は
、
全
員
が

地
元
採
用
。
株
式
会
社
コ
バ
ヤ
シ
は
全
国
に

９
つ
の
工
場
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

製
品
を
製
造
す
る
た
め
、
関
西
工
場
で
採
用

さ
れ
た
方
は
、
基
本
的
に
関
西
工
場
の
勤
務

が
続
く
そ
う
だ
。

　

コ
バ
ゾ
ー
ル
は
計
画
的
に
製
造
さ
れ
て
い

る
た
め
、
急
な
発
注
や
納
期
短
縮
が
起
き
な

　

製
造
工
程
は
、
取
引
先
ご
と
に
決
め
ら
れ

た
配
合
表
通
り
に
、
正
確
に
原
料
を
計
量
す

る
。
こ
れ
ら
の
材
料
を
攪
拌
機
に
投
入
し
て
、

均
一
に
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
で
コ
バ
ゾ
ー
ル

は
で
き
あ
が
る
。
こ
れ
に
顔
料
を
入
れ
て
攪

拌
し
て
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
一
斗
缶
な

ど
の
容
器
に
充
填
す
れ
ば
製
品
は
完
成
す
る
。

　

製
造
の
多
く
が
自
動
化
さ
れ
て
い
る
た

め
、
原
料
の
投
入
以
外
で
は
、
力
仕
事
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
工
場
内
は
冷
暖
房
が
効
い
て

い
て
、
機
械
が
高
熱
を
発
す
る
こ
と
も
な
い

の
で
、
快
適
な
環
境
で
作
業
に
勤
し
め
る
。

①⑤工程順ライン化された工場内。整理整頓され、高熱や轟音を発しないので快適に仕事ができる　②攪拌機に原材料を投入する様子
③④製品ごとに分量が異なるので材料の計量は何度も確認が行われる　⑥製品を一斗缶などの容器に充填して完成　⑦配線カバーなどコバゾールが使われている製品

工場内には昼食をとったり会議などが行えたりする休憩室も完備されている

　

コ
バ
ゾ
ー
ル
は
、
型
に
入
れ
て
加
熱
す
る

こ
と
で
硬
化
す
る
が
、
柔
軟
性
に
優
れ
、
熱

に
も
強
く
、
手
触
り
も
良
い
た
め
、
ペ
ン
チ

な
ど
の
工
具
の
グ
リ
ッ
プ
カ
バ
ー
、
電
気
配

線
の
ク
リ
ッ
プ
の
カ
バ
ー
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
車
の
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
と
金

具
の
接
着
剤
や
、
ソ
フ
ト
ビ
ニ
ー
ル
人
形
、

釣
り
の
擬
似
餌
の
ワ
ー
ム
な
ど
に
用
い
ら
れ
、

そ
の
利
用
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

基
本
と
な
る
コ
バ
ゾ
ー
ル
は
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
製
品
に
な
る
か
、
そ
の
用
途
や
目

的
に
合
わ
せ
て
最
適
で
最
良
の
仕
上
が
り
に

す
る
た
め
に
、
顧
客
ご
と
に
試
作
を
行
っ
て

最
適
な
レ
シ
ピ
を
作
り
出
し
、
発
注
ご
と
に

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
コ
バ
ゾ
ー
ル
を
製
造
し

て
い
る
そ
う
だ
。

い
か
ぎ
り
、
多
く
の
社
員
が
定
時
退
勤
さ
れ
、

土
日
の
休
日
も
し
っ
か
り
休
め
て
い
る
と
か
。

「
仕
事
は
す
ぐ
に
覚
え
ら
れ
ま
す
が
、
様
々

な
製
品
の
原
料
に
な
る
た
め
、
責
任
と
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
」
と
工
場
長
の
今
井

さ
ん
。
関
西
工
場
独
時
の
採
用
が
行
わ
れ
て

い
る
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
合

せ
を
。

地
元
で
や
り
が
い
あ
る
仕
事
を

快
適
な
環
境
で
仕
事
に
集
中
で
き
る

製
品
ご
と
に
カ
ス
タ
ム
銘
柄
を
提
案

西
日
本
の
製
造
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
関
西
工
場

自
動
車
、電
子
機
器
、玩
具
な
ど
幅
広
い
製
品
に

用
い
ら
れ
る
自
社
開
発
の
コ
バ
ゾ
ー
ル
を
製
造

株式会社コバヤシ
［創業］昭和21年8月
［従業員数］666名
［資本金］8,000万円
［事業内容］合成樹脂の原料及び

材料の販売、食品・農業・工業・宣
伝広告用プラスチック製品の製
造販売、合成樹脂加工機械及び
金型の販売及び賃貸、医療機器
の製造・販売・賃貸及び研究開発

［関西工場］
城陽市市辺茶うす山2-8
T E L 0774-56-7730

②①

⑤

③ ④

⑦⑥

株式会社 コバヤシ関
か ん さ い

西工
こ う じ ょ う

場
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Ｊ
Ａ
や
県
連
合
会
と
協
同
し
て
、
生
産
者

の
営
農
と
く
ら
し
を
支
援
し
、
農
業
と
地
域

の
活
性
化
を
図
り
、
安
全
・
安
心
な
国
産
農

畜
産
物
を
安
定
的
に
供
給
す
る「
Ｊ
Ａ
全
農
」。

　

32
都
府
県
に
県
本
部
が
あ
り
、「
Ｊ
Ａ
全

農
京
都
」
で
は
、「
京
野
菜
」
の
ブ
ラ
ン
ド

確
立
、「
京
都
米
」
の
地
域
団
体
商
標
の
取
得
、

直
営
飲
食
店
舗
「
み
の
り
カ
フ
ェ
・
み
の
る

ダ
イ
ニ
ン
グ
」
の
運
営
な
ど
、
様
々
な
府
内

産
農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化
に
取
り
組
む
な

か
、「
宇
治
茶
」の
販
売
に
も
力
を
注
い
で
き
た
。

　

昭
和
48
年
に
開
設
し
た
Ｊ
Ａ
全
農
京
都
茶

市
場
が
、
令
和
３
年
１
月
26
日
に
「
宇
治
茶

流
通
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
49
年
ぶ
り
に
新
し

く
移
転
開
設
さ
れ
、
宇
治
茶
の
新
た
な
一
大

拠
点
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
高
さ
23
・
５
㍍
も
の

巨
大
な
茶
専
用
冷
蔵
庫
が
完
備
さ
れ
、
も
み

茶
換
算
で
２
０
０
０
㌧
の
収
容
を
誇
る
。
マ

イ
ナ
ス
２
℃
、
湿
度
45
％
と
荒
茶
に
と
っ
て

最
適
な
環
境
で
保
管
で
き
、
自
動
で
素
早
く

入
荷
出
荷
が
可
能
で
、
１
日
３
０
０
点
約
50

㌧
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
広
い
荷
捌
き
場
も

併
設
さ
れ
て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
２
階
の
入
札
会
場
は
、
一
度
に

７
５
０
点
の
見
本
茶
を
展
示
で
き
る
広
さ
を

誇
る
。
以
前
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
狭
く
一
斉

に
展
示
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
日
販
売
す
る

全
て
の
荒
茶
が
見
渡
せ
る
こ
と
と
な
り
、
茶

農
家
や
茶
匠
に
と
っ
て
も
好
評
と
か
。

　

こ
の
会
場
は
、
お
茶
の
品
質
を
鑑
定
す
る

の
に
優
れ
た
施
設
で
あ
り
、
入
札
が
行
わ
れ

な
い
と
き
に
は
、
日
本
茶
に
関
す
る
講
習
や

ス
ク
ー
ル
に
使
わ
れ
て
い
て
、
な
お
一
層
、

茶
の
普
及
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
。

　

国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
か
ら
抹
茶
の
需
要

が
高
ま
る
な
か
、
Ｊ
Ａ
全
農
京
都
と
宇
治
茶

流
通
セ
ン
タ
ー
が
茶
農
家
や
茶
匠
を
支
え
、

そ
の
期
待
に
応
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

茶
農
家
が
栽
培
し
て
収
穫
し
た
茶
葉
は
、

蒸
し
た
後
さ
ま
ざ
ま
な
工
程
を
経
て
乾
燥
さ

せ
た
「
荒
茶
」
の
状
態
で
セ
ン
タ
ー
に
持
ち

込
ま
れ
、
セ
リ
に
か
け
ら
れ
る
。
茶
匠
や
茶

問
屋
は
、
落
札
し
た
荒
茶
を
自
社
の
冷
蔵
庫

で
保
存
す
る
の
だ
が
、
そ
の
量
に
限
界
が
あ

る
の
で
、
欲
し
い
茶
が
買
え
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
新
た
な
茶
専
用
冷
蔵
庫

で
預
か
り
、
必
要
な
と
き
に
入
出
荷
で
き
る

の
で
、
そ
の
問
題
も
解
消
さ
れ
て
い
る
。

　

宇
治
茶
全
体
の
生
産
量
は
こ
の
10
年
で
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、
抹
茶
の
も
と
で
あ
る
碾

茶
が
大
幅
に
増
え
て
お
り
、
荒
茶
の
状
態
で

保
存
す
る
冷
蔵
庫
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
「
宇
治
茶
流
通
セ
ン
タ
ー
の
お

陰
で
、
安
心
し
て
茶
の
栽
培
や
抹
茶
づ
く
り

に
専
念
で
き
ま
す
」
と
茶
農
家
や
茶
匠
か
ら

喜
び
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
そ
う
だ
。　

①上空から見た宇治茶流通センター。奥の建物がすべて茶専用冷蔵庫。②③入札会場。茶匠や茶問屋の方が手ざわり、水色、香り、味をチェックして欲しい荒茶を探す
④冷蔵庫内は自動専用コンテナで入出荷が素早く行われる　⑤荒茶を痛めないように予冷庫で出荷前に保存される　⑥抽出液を作るためにコンロや流し台が併設

荒茶を分析する装置や水分計も設置 茶匠や茶問屋の入札を端末で行う。スムーズ
で公正なセリをサポートしている

快
適
に
セ
リ
が
行
え
る
入
札
会
場

も
み
茶
換
算
２
０
０
０
㌧
収
容
の
冷
蔵
庫

落
札
し
た
荒
茶
を
セ
ン
タ
ー
で
冷
蔵
保
管

茶
専
用
冷
蔵
庫
、入
札
会
場
、荒
茶
荷
捌
場
な
ど
充
実
の
設
備

茶
農
家
や
茶
匠
を
支
え
る
設
備
と
仕
組
み
で

世
界
か
ら
集
ま
る
宇
治
茶
へ
の
要
望
に
応
え
る

全国農業協同組合連合会
京都府本部

［設立］昭和23年8月17日
［職員数］107名
［事業内容］農畜産物の生産・販

売から地域のくらしまで、幅広い
領域で全農は事業を展開

［宇治茶流通センター］
城陽市寺田塚本111-5
T E L 0774-52-0095

J
じぇーえー

A全
ぜ ん の う

農京
き ょ う と

都 宇
う じ ち ゃ り ゅ う つ う

治茶流通センター

⑤④

①

⑥

② ③
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山
城
青
谷 （株）

城南工建

①掘った土を土や砂や石に分別する独自のプラント　②③選別された土は仮置され、洗浄、研磨、ブレンドなど経て製品化される　④砂の粒子や成分を調べる検査室
⑤浄水場の施工も手掛けている（和束町）　⑥⑦競馬場に常駐の社員がいて、芝の管理育成やダートコース造りに携わる。移動式プラントで競馬場の砂の再利用も行う

　

城
南
工
建
が
つ
く
る
砂
・
土
・
芝
生
は
評

判
を
呼
び
、
各
地
の
有
名
ゴ
ル
フ
場
を
は
じ

め
、
サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ムbyKYO

CERA

や

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
吹
田
、
花
園
ラ

グ
ビ
ー
場
等
、
さ
ら
に
国
際
馬
術
競
技
が
実

施
さ
れ
る
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ
の
基
盤
と
し
て
納
入
施
工

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
（
公
財
）
日
本
水
道
協
会
認
証
を
受

け
た
「
ろ
過
材
」
は
大
阪
府
、
京
都
市
、
奈

良
市
、
大
津
市
、
甲
賀
市
、
和
束
町
な
ど
多

く
の
浄
水
場
施
設
で
採
用
さ
れ
、
安
全
安
心

な
飲
料
水
を
つ
く
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。

城
南
工
建
は
納
品
だ
け
で
な
く
、
現
場
で
施

工
や
工
事
も
行
っ
て
お
り
、
砂
や
土
を
扱
う

プ
ロ
の
仕
事
が
同
社
の
魅
力
に
な
っ
て
い
る
。

も
高
く
評
価
さ
れ
、
現
在
は
栗
東
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
京
都
競
馬
場
、
阪
神
競
馬

場
、
中
京
競
馬
場
の
コ
ー
ス
づ
く
り
の
一
端

を
担
い
、
阪
神
競
馬
場
、
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン

ド
パ
ー
ク
の
馬
場
の
管
理
も
任
さ
れ
て
い
る
。

　

城
陽
市
と
井
手
町
に
ま
た
が
る
工
業
団
地

「
京
都
山
城
白
坂
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
」
の
開
発

運
営
も
城
南
工
建
が
主
体
に
行
わ
れ
て
お
り
、

エ
リ
ア
の
拡
張
も
計
画
中
と
か
。

「
自
然
環
境
に
配
慮
し
て
山
を
掘
削
し
、
土

や
砂
や
石
は
す
べ
て
当
社
で
製
品
に
し
ま
す
。

無
駄
が
一
切
出
な
い
た
め
、
工
業
団
地
の
分

譲
や
賃
貸
の
価
格
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、

企
業
の
進
出
の
後
押
し
を
す
る
こ
と
で
、
城

陽
の
京
都
の
活
力
に
な
れ
ば
」
と
古
瀬
社
長
。

　

京
都
・
城
陽
の
大
地
か
ら
社
会
に
役
立
つ

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
企
業
と
し
て
、
ま

す
ま
す
の
発
展
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

競馬場に常駐している社員もいるそうで、取材時
は営業や事務の方に集まっていただいた

常に新しいことに挑戦さ
れている古瀬善啓社長

　

昭
和
42
年
、
城
南
砂
利
株
式
会
社
を
古
瀬

真
三
氏
が
創
業
。
関
西
電
力
喜
撰
山
ダ
ム
の

生
コ
ン
用
骨
材
を
受
注
す
る
な
ど
、
高
度
経

済
成
長
で
発
展
す
る
日
本
の
建
設
業
界
を
支

え
て
き
た
。
昭
和
44
年
に
入
社
し
た
現
社
長

の
古
瀬
善
啓
氏
は
、
自
社
な
ら
で
は
の
強
み

を
持
つ
た
め
に
お
客
様
の
ど
ん
な
依
頼
に
も

応
え
よ
う
と
努
め
て
い
た
。　
　

　

そ
ん
な
と
き
、
京
都
競
馬
場
か
ら
ダ
ー
ト

コ
ー
ス
に
使
用
す
る
土
が
欲
し
い
と
の
依
頼

が
入
っ
た
。
古
瀬
社
長
は
何
度
も
競
馬
場
に

通
い
、
競
走
馬
が
地
面
を
蹴
る
様
子
を
観
察

し
た
そ
う
だ
。
軟
か
い
と
足
を
取
ら
れ
、
硬

い
と
ケ
ガ
の
原
因
に
な
る
。
様
々
な
土
や
砂

を
ブ
レ
ン
ド
し
て
、
最
適
な
硬
さ
の
土
づ
く

り
を
研
究
し
た
。
さ
ら
に
雨
の
中
で
も
レ
ー

ス
が
行
わ
れ
る
た
め
、
水み
ず
は捌

け
の
良
い
土
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
難
題
の
答
え
は
、
城
陽
の
特
産
「
寺

田
い
も
」
の
畑
が
教
え
て
く
れ
た
。
知
人
の

農
家
に
お
願
い
し
て
徹
底
的
に
畑
を
調
べ
あ

げ
、
自
然
に
で
き
た
そ
の
仕
組
み
を
解
明
し

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

京
都
競
馬
場
の
採
用
が
決
定
。
さ
ら
に
芝

コ
ー
ス
の
土
を
依
頼
さ
れ
る
と
、
会
社
の
敷

地
内
で
芝
を
栽
培
し
て
、
芝
に
合
う
土
の
研

究
を
始
め
た
。
芝
生
が
踏
ま
れ
て
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
に
復
元
す
る
か
な
ど

の
環
境
を
試
験
す
る
た
め
に
一
休
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
開
設
。
徹
底
し
た
研
究

寺
田
い
も
の
畑
か
ら
学
ん
だ「
砂
と
土
」

山
を
無
駄
な
く
利
用
し
て
工
業
団
地
を

サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
浄
水
場
ま
で

他
社
に
な
い
も
の
を
つ
く
る
た
め
に
研
究
開
発
に
注
力

京
都
・
城
陽
の
大
地
か
ら
新
た
な
価
値
を
創
造

競
馬
場
、サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
砂
や
土
を
作
る

株式会社 城南工建
［創業］昭和42年
［従業員数］62名
［資本金］2,200万円
［事業内容］砂・砂利事業、緑化

事業、水事業、建築・土木事業、
維持管理事業、レジャー事業、
地域貢献事業

［本社］
城陽市中芦原27番地の1
TEL 0774-53-3939

⑦⑤ ⑥④

① ② ③

株式会社 城
じ ょ う な ん

南工
こ う け ん

建
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（株）豊味食品

　

同
社
の
研
究
開
発
部
門
で
は
、
専
門
知
識

や
経
験
を
必
要
と
す
る
が
、
や
る
気
の
あ
る

社
員
へ
の
チ
ャ
ン
ス
は
多
い
。
未
経
験
で
入

社
し
た
社
員
が
初
め
て
提
案
し
た
製
品
が
、

先
輩
社
員
の
製
品
を
抑
え
て
お
客
様
か
ら
最

高
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
る
と
か
。

　

ま
た
工
場
は
機
械
化
が
進
む
が
、
手
作
業

だ
か
ら
実
現
で
き
る
商
品
も
多
く
、
た
く
さ

ん
の
パ
ー
ト
従
業
員
の
手
に
よ
っ
て
製
品
化

が
実
現
し
て
い
る
の
で
、
常
に
新
し
い
社
員
、

パ
ー
ト
従
業
員
を
募
集
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｍ
メ
ー
カ
ー
は
縁
の
下
を
支
え
る
裏

方
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
製
造
責
任
者
の
表
示

義
務
で
、
ス
ー
パ
ー
で
手
に
と
っ
た
商
品
の

ラ
ベ
ル
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
同
社
の
名
前
を
見

つ
け
る
こ
と
も
多
い
。

　

豊
味
食
品
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
身
近
な
企
業
な
の
で
あ
る
。

充
填
し
て
、
各
２
食
ず
つ
を
パ
ウ
チ
袋
に

セ
ッ
ト
し
て
ほ
し
い
」「
具
材
た
っ
ぷ
り
の

瓶
入
り
の
調
味
料
を
小
袋
に
し
て
ほ
し
い
」

「
ス
ー
プ
に
添
え
る
レ
モ
ン
ジ
ュ
レ
を
作
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
、
依
頼
の
多
く
は
そ
の
企

業
で
出
来
な
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
だ
が
、
時

に
製
造
ラ
イ
ン
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
時
に

新
し
い
製
造
機
器
を
導
入
し
て
、
お
客
様
の

要
望
を
実
現
し
て
き
た
。
問
題
を
ク
リ
ア
す

る
こ
と
で
新
た
な
技
術
や
経
験
が
培
わ
れ
て

い
き
、
現
在
で
は
レ
シ
ピ
通
り
の
製
品
づ
く

り
か
ら
、新
商
品
の
開
発
や
製
造
、ま
た
メ
ー

カ
ー
へ
の
新
商
品
の
提
案
を
行
う
こ
と
も
で

き
、
豊
味
食
品
は
日
々
成
長
を
続
け
て
い
る
。

　
「
調
味
液
と
乾
燥
具
材
を
そ
れ
ぞ
れ
小
袋

　

液
体
調
味
料
を
様
々
な
容
器
や
袋
へ
充
填

す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
に
、
企
業
の
多
様
な
要

望
に
応
え
て
い
る
「
豊
味
食
品
株
式
会
社
」。

　
「
自
社
で
は
製
造
や
生
産
が
難
し
い
」「
小

ロ
ッ
ト
な
の
で
自
社
生
産
す
る
に
は
効
率
が

悪
い
」
な
ど
、
企
業
の
あ
ら
ゆ
る
悩
み
を
解

決
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し
て
信
頼
は
厚

く
、
大
手
企
業
は
も
ち
ろ
ん
全
国
か
ら
相
談

や
依
頼
が
持
ち
か
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

あ
る
企
業
か
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
の
充
填
を
依
頼
さ
れ
る
が
、
こ

れ
が
簡
単
な
案
件
で
な
か
っ
た
。
タ
マ
ネ
ギ
、

カ
ツ
オ
ブ
シ
、
白
ネ
ギ
、
ゴ
マ
が
入
っ
て
お

り
、
軽
い
カ
ツ
オ
ブ
シ
は
浮
い
て
、
重
い
タ

マ
ネ
ギ
が
沈
む
た
め
、
そ
の
ま
ま
充
填
す
る

と
具
材
の
バ
ラ
ン
ス
が
異
な
っ
て
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
ご
と
に
味
わ
い
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
。

す
で
に
市
場
の
販
売
が
き
ま
っ
て
い
る
製
品

な
の
で
、
具
材
の
大
き
さ
や
分
量
の
変
更
も

で
き
な
い
。
そ
こ
で
様
々
な
方
法
を
考
慮
す

る
な
か
、
調
合
タ
ン
ク
内
の
攪
拌
速
度
を
微

妙
に
調
節
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
具
材
が
ま

ん
べ
ん
な
く
送
り
出
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
突

き
止
め
る
こ
と
に
成
功
。
無
事
に
具
材
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
充
填
が

で
き
、
依
頼
を
受
け
た
メ
ー
カ
ー
か
ら
大
変

感
謝
さ
れ
た
そ
う
だ
。

難
問
を
解
決
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に

難
題
を
ク
リ
ア
し
た
経
験
が
成
長
に

マ
ン
パ
ワ
ー
が
す
べ
て
の
原
動
力
に

一
流
食
品
会
社
が
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

お
客
様
の「
欲
し
い
」の
声
を
実
現
す
る
。

Ｏ※

Ｅ
Ｍ
で
調
味
液
等
の
企
画
製
造
も
行
う
メ
ー
カ
ー

豊味食品株式会社
［創業］ 昭和44年10月
［従業員数］140名
［資本金］9,000万円
［事業内容］

調味料、食品添加物
の製造販売
城陽市久世荒内183-1
T E L 0774-53-0205

製造した商品は、封入のミスや調味液など製品が漏れていないかなどを確かめるために、検査員
が目視と匂いでチェックする徹底ぶり。何人もの確認を経ることで、ようやく出荷できる

※ OEM
（Original Equipment Manufacturing）

他社の商品など代行して製造するこ
と。またはその企業こと

③①

⑥

②

①充填作業前にペットボトルのチェック作業も重要な仕事　②ドレッシングが自動で充填されてラインで運ばれる　③機械だけでなく目視によるチェックで安全性が高まる
④原料を大きなニーダー（鍋）に投入　⑤⑥使用が終わると全ての機械は新品同様の美しさまで洗浄して、別の製品の充填にかかる　⑦機械の修理やメンテナンスも社員が行う

豊
ほ う み

味食
し ょ く ひ ん

品 株式会社

⑦

⑧

⑤④
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①②セントラルキッチンで決められた分量の食材や調味料が用意され、社員食堂のキッチンでは焼く、炒めるなどの加熱調理だけで、美味しい昼食が提供できる
③40人社員食堂のきっかけになったHILLTOP株式会社　④現場の調理スタッフの声をメニューづくりに反映　⑤⑥⑦メニュー開発に力を入れ、飽きのこない料理を提供

本社セントラルキッチンの下処理・仕込みの様子

株式会社都給食
［創業］ 昭和48年3月
［従業員数］539名（パート含）
［資本金］4,000万円
［事業内容］社員食堂、職員食堂、

学生食堂受託 運営、デイサービ
ス施設ケータリング

［本社］
城陽市久世荒内177-6
T E L 0774-53-6001

株式会社 都
み や こ き ゅ う し ょ く

給食

　

給
食
弁
当
会
社
に
勤
め
て
い
た
現
会
長
の

西
島
義
勝
氏
が
、
昭
和
48
年
に
創
業
。
本
社

キ
ッ
チ
ン
で
作
っ
た
給
食
を
企
業
に
届
け
る

ス
タ
イ
ル
で
始
ま
り
、
順
調
に
取
引
企
業
は

増
え
て
い
っ
た
と
か
。
と
こ
ろ
が
安
価
な
弁

当
を
配
達
す
る
大
手
企
業
が
京
都
に
進
出
し
、

価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

で
提
供
し
て
お
り
、
本
社
で
は
管
理
栄
養

士
、
栄
養
士
が
提
供
の
２
ヵ
月
前
か
ら
、
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
を
始
め
て
い
る
。
現
場
の
調

理
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
を
参
考
に
、
定
番
メ

ニ
ュ
ー
の
改
善
も
欠
か
さ
な
い
。
さ
ら
に
夏

の
薄
着
前
に
低
カ
ロ
リ
ー
料
理
を
提
供
す
る

「
美
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
フ
ェ
ア
」、
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際

大
会
が
あ
る
と
き
に
、
日
本
と
対
戦
す
る
相

手
国
の
料
理
を
出
す
な
ど
、
季
節
や
流
行
を

取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
も
行
っ
て
い

て
、
大
変
好
評
だ
と
か
。

　

本
社
で
は
翌
日
に
食
堂
で
提
供
さ
れ
る
料

理
を
同
じ
食
材
で
作
り
、
皆
で
食
べ
て
い
る
。

食
材
の
安
全
確
認
だ
け
で
な
く
、
味
付
け
や

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
翌
日
の
提
供
ま

で
に
改
善
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

１
日
４
メ
ニ
ュ
ー
を
ほ
と
ん
ど
の
食
堂

　

平
成
18
年
、
代
表
取
締
役
に
就
い
た
西
島

週
三
氏
は
打
開
策
を
考
え
て
い
た
と
き
、
親

交
が
あ
っ
た
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
株
式
会
社

（
宇
治
市
）
の
社
長
か
ら
「
社
員
食
堂
を
や
っ

て
ほ
し
い
」
と
声
が
か
か
っ
た
。

　

１
日
40
食
で
は
採
算
が
と
れ
な
い
。
そ
こ

で
本
社
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
肉
や
魚
に

下
味
を
つ
け
、
野
菜
は
カ
ッ
ト
し
て
、
真
空

パ
ッ
ク
し
た
も
の
を
届
け
、
食
堂
で
は
焼
く
、

煮
る
、
炒
め
る
な
ど
の
調
理
作
業
だ
け
に
す

る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
全
て
の
メ
ニ
ュ
ー
を

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

こ
と
で
、
誰
で
も
同
じ
美
味
し
さ
の
料
理
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

作
り
た
て
の
料
理
が
味
わ
え
る
社
員
食
堂

が
あ
る
こ
と
は
、
社
員
の
や
る
気
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
ば
か
り
か
、
採
用
活
動
に
も
効
果
が

あ
る
と
、
様
々
な
中
小
企
業
と
の
取
引
が
増

え
て
い
っ
た
。
現
在
で
は
近
畿
・
愛
知
県
で

１
３
０
社
の
社
員
食
堂
を
運
営
し
て
い
る
。

１
日
40
食
で
社
員
食
堂
を
実
現

季
節
や
イ
ベ
ン
ト
を
感
じ
る
メ
ニ
ュ
ー
を

本
社
工
場
で
下
処
理
・
仕
込
み
を
行
い
、食
堂
で
調
理
す
る
こ
と
で
で
き
た
て
を

社
員
が
や
る
気
に
な
る
美
味
し
い
昼
食
を
低
価
格
で

１
日
40
食
か
ら
社
員
食
堂
が
開
設
で
き
る
と
好
評

　

こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
海
外
で
生
か
そ

う
と
平
成
31
年
２
月
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

日
系
企
業
で
社
員
食
堂
の
提
供
を
開
始
。
現

地
の
ボ
ゴ
ー
ル
農
科
大
学
と
連
携
し
て
、
カ

ロ
リ
ー
を
抑
え
て
野
菜
を
食
べ
る
メ
ニ
ュ
ー

を
開
発
し
た
り
、
調
味
料
を
量
ら
な
い
現
地

ス
タ
ッ
フ
に
調
理
指
導
や
レ
シ
ピ
提
供
を

行
っ
た
り
、
健
康
的
で
美
味
し
い
食
事
が
と

れ
る
と
大
変
好
評
で
、
現
地
の
取
引
企
業
も

増
え
て
い
る
そ
う
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
社
食
の

利
用
が
減
り
、
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
た

た
め
、
レ
ト
ル
ト
製
造
機
を
導
入
。
１
食
ず

つ
パ
ッ
ク
に
す
る
こ
と
で
食
材
の
破
棄
が

減
っ
て
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
た
。
ま
た
レ
ト

ル
ト
を
利
用
し
た
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
開
発
も

行
い
、
逆
境
を
逆
手
に
工
夫
を
続
け
て
き
た
。

「
健
康
的
で
美
味
し
い
食
事
を
提
供
し
た
い

と
社
員
が
一
丸
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
社
員
食
堂
を
お
考
え
の
企
業
様
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
西
島
社
長
。

　

試
食
会
も
実
施
で
き
る
そ
う
な
の
で
、
関

心
の
あ
る
方
は
同
社
ま
で
。

⑤⑥

コ
ロ
ナ
禍
の
苦
境
を
チ
ャ
ン
ス
に

⑤ ⑦④

① ② ③
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現
在
、
城
陽
市
で
は
新
名
神
高
速

道
路
「
大
津
～
城
陽
間
」
の
開
通
に

向
け
た
工
事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
そ
の
開
通
に
合
わ
せ
た

複
数
の
事
業
が
同
時
に
進
め
ら
れ
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
本
市
は
日
々
、

新
し
い
景
色
に
変
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
基
盤
整
備
だ
け
で
は
な
く
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
や
人
々
の

価
値
観
等
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
で
、
今
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
換

期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
は
昨
年
、
市
制
施
行
50
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
今
日
の
城
陽
を
築

か
れ
た
先
人
の
努
力
に
感
謝
を
申
し

上
げ
「
歴
史
と
未
来
を
つ
な
ぎ
、
人

を
は
ぐ
く
む
緑
の
ま
ち
・
城
陽
」
の

創
造
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
令
和
５
年
度
に
は
、
新
た
な

産
業
の
方
向
性
を
示
す
「
明
日
の
京

都
城
陽
産
業
か
が
や
き
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
地
域
産
業
基
盤
の
強
化
、

地
域
産
業
の
発
展
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
「
ジ
ョ
ー
カ
ン
」
第
７
号
で

は
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
城
陽

で
、
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
企
業

の
皆
様
を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

掲
載
企
業
の
代
表
者
様
の
ご
協
力
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
城
陽
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、
今
後
と
も
本
市
の
産

業
振
興
施
策
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

京都・城陽の企業を応援する情報誌
城陽カンパニー　［令和５年春号］

［発行］城陽市まちづくり活性部
　　　  商工観光課☎ 0774-56-4018
城陽市寺田東ノ口16番地、17番地

［編集］城陽商工会議所
　　　  ☎ 0774-52-6866

［制作協力］ココロ株式会社

奥田敏晴城陽市長

城
陽
市
の
優
遇
制
度

城陽市企業立地促進条例

中小企業等経営強化法に基づく「先端設備等導入計画」の認定申請について

先端設備等導入計画の主な要件認定のメリット（令和５年３月現在）

措　置

事業場等設置助成金 ○投下固定資産額（土地取得を除く）の100分の10以内の額
○限度額：3,000 万円

○固定資産税相当額（土地分除く）に次の率を乗じて得た額：
（第1年度）100分の75　（第2年度）100分の50　（第3年度）100分の25

○ 3 年間の交付額の上限：5,000 万円

○操業開始日の属する年度の翌年度以降 4 年間に 1 年以上継続し
て新たに雇用した城陽市在住従業員数に期間に定めのない雇用の
場合は 40 万円、障がい者の雇用の場合は 50 万円、その他の場
合は 10 万円を乗じて得た額

○ 4 年間の交付合計額の上限：3,000 万円

（※情報関連産業、自然科学研究所及び製造業に係る事業場等以外は 1,000 万円）

操業支援助成金

雇用創出助成金

内　容
※ただし、京都産業立地戦略 21 特別対策事業費補助との重複は不可。

※本認定は通用期間や要件等がありますので申請にあたっては事前にお問い合わせください。

　市内の都市計画法上の準
工業地域、工業地域又は工
業専用地域及び市長が指定
する地域内に事業場等を移
転、新・増設する企業

※令和９年３月31日までに
指定申請して助成対象企
業の指定を受けた企業の
内、指定を受けた日の属
する年度から 4 年度以内
に事業場等の操業を開始
する企業

○情報関連産業、自然科学研究所の本店
及び事業場、製造業に係る本店

→敷地面積 500㎡以上取得もしくは賃借、
又は投下固定資産額等 5,000 万円以上
かつ地元新規雇用者数 1 人以上

○製造業に係る事業場及びその他の産業
で、市長が特に認める産業の本店及び
事業場

→敷地面積 500㎡以上取得もしくは賃借、
かつ投下固定資産額等１億円以上又は
地元新規雇用者数 1 人以上

対象要件対象地域及び対象者

主な要件 計画期間 労働生産性 先端設備等の種類 計画内容

内　容 計画認定から
３～５年間

計画期間において、基準年度
（※１）比で労働生産性が

年平均３％以上向上すること。
算定式（営業利益＋人件費＋減価
償却費）／労働投入量（※２）
※１直近の事業年度末
※２労働者又は労働者一人あたり
年間就業時間

・労働生産性の向上に必要な生産、
販売活動等の用に直接供される下
記設備

【減価償却資産の種類】機械装置、
測定工具及び検査工具、器具備品、
建物附属設備

・導入促進指針及び導入促進基本
計画に適合するものであること。

・先端設備等の導入が円滑かつ確
実に実施されると見込めるもので
あること。

・認定経営革新等支援機関（商工
会議所等）において、事前確認を
行った計画であること。

京
都
府
の
優
遇
制
度

本市に所在している中小企業が、労働生産性を一定程度向上させるため、本市の「導入促進基本計画」に基づき「先端設備等導入計画」を策定し、市に申請を行い、認定を受けることで、税制支援や
金融支援などの支援措置を活用することができます。なお、先端設備等については、「先端設備等導入計画」の認定後に取得することが必須となっていますので、ご注意ください。

○生産性を高めるための設備を取得した場合、固定資産税の
　軽減措置により税制面から支援（地方税法に基づき課税標
　準を３年間１/ ２または１/ ３に軽減）
○計画に基づく事業に必要な資金繰りを支援（信用保証）
○認定事業者に対する一部の補助金における優先採択
　（審査時の加点）

対象
地域

軽減
内容

対象
業種

設備取得額（土地を除く） 府内常用雇用者数

不動産取得税を最大 1/2 軽減します。

ものづくり産業等
集積促進地域※１

不動産取得税を最大 1/2 軽減  （不均一課税）※ 2

製造業・ソフトウェア業・
情報処理サービス業

工場 2,700 万円超 5 人以上
研究所・
開発拠点 5,000 万円超

対象施設
要　件

※ 1．ものづくり産業の集積の促進を図る必要があると認められる地域で、市町村長の申出に基づき、知事が指定した地域を
いいます。 ※２．土地及び建物を取得した者が、直接自らものづくりの用に供する場合に対象となり、営業部門や本社部門は
軽減対象外です。 ○ 過去に追徴課税等を受けている企業は利用できない場合がありますので、必ずお問い合わせください。

（対象企業の府内事業所の府内
常用雇用者総数が増加すること）

不動産取得税の軽減ものづくり産業等
集積促進税制

令和９年3月31日までに土地又は家屋を取得したもの

低利融資制度 （取扱金融機関）京都銀行、京都信用金庫、
京都中央信用金庫、京都北都信用金庫、商工組合中央金庫

対 象

融資
利率 ※

資金
使途

融資
限度額

融資
期間

特別金利 年1.2％

※特別金利は補助金要件のほか、府内事業所の府内常用雇用者総数が増加する場合の設備融資に適用
されます。 ○ご利用にあたっては取扱金融機関の審査があり、希望に添えない場合があります。

府内常用雇用者総数が増加しない場合は 1.7％
（金融情勢により変更する場合あり）

（当初 10 年間固定、11 年目以降は取扱金融機関が定める所定金利）

「京都産業立地戦略 21 特別対策事業費補助金」の
対象となる工場等の新設、増設

・工場等の新設、増設に必要な設備資金
　（土地、建物、機械、設備等の取得資金）

・操業に必要な運転資金

所要資金の 90％以内で
20 億円以内

（うち運転資金 1 億円以内）

・設備資金 20 年以内
　（据置期間 3 年以内）

・運転資金 7 年以内
　（据置期間 1 年以内）

企業立地補助金（京都産業立地戦略 21特別対策事業費補助金）

①事業所設置促進補助金 ②
府内常用
雇用促進

補助金

③
府就業環
境整備促
進補助金

府内常用
雇用者数

※１

認定
有無

※２

限度額
※4 ～５

5～19人
の場合

無 0.5億円

８
億円

300
万円

有 1億円

20～49人
の場合

無 0.75億円

有 1.5億円

50人～
の場合※３

無 1.5億円

有 ３億円

補助対象業種
補助対象要件

用地等面積 投下固定資産額等 府内常用雇用者数※６

製造業等
※製造業類似
産業（植物工
場等）も含む

工場 3,000㎡ 3億円 5人
増設 3,000㎡増 3億円増 5人増※７

本社 1,000㎡または1億円 5人
本社増設 建物延べ床1,000㎡増または1億円 5人増※７

自然科学
研究所

新設 1,000㎡または1億円 5人
増設 建物延べ床1,000㎡増 １億円 5人増※７

情報関連産業
（コールセンター

除く）

新設 1,000㎡または5,000万円 5人
増設 建物延べ床1,000㎡増 5,000万円 5人増※７

投下固定資産額等 × 10％
（土地取得費除く）

（設備投資に対する補助金）
事業所設置促進補助金

投下固定資産額等備品 × 50％
（※事業所設置促進補助金との併給は不可。）

（働きやすい職場の環境整備に関する設備に対する補助金）
就業環境整備促進補助金

〈交付限度額〉 〈補助対象業種及び投資規模要件〉

（単価について　障害者50万円、正規雇用者：40万円　その他：10万円）

（新規府内常用雇用に対する補助金）
府内常用雇用促進補助金

新規府内常用雇用者数×単価
※ 1．府内常用雇用者数について、期間を定めて雇用されている者については、雇用期間が 1 年を超えた日以降において人数にカウントします。※ 2．くるみん認定・もにす認
定・えるぼし認定・京都モデルワークライフバランス認証・京都はあとふる認証のいずれかを取得。※ 3．50人以上の区分を適用する場合における府内常用雇用者数については、
府内他施設からの異動者は含みません。※ 4． 限度額については、操業時（工事を複数の工期に分けて実施し、段階的に操業を開始する場合は、各工期に係る操業時）におけ
る人数で算定します。※ 5．大規模投資や、円高時の輸出関連企業については、別途、特例限度額が適用されます。（事業所設置促進補助金のみ）※ 6．府内に住所を有し、か
つ雇用保険の被保険者である直接雇用者を言います。※ 7．府内他施設からの異動者を除いた数となります。 


